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C([0,1]) := {f : [0,1] −→ R | f：連続}．
典型的なf ∈ C([0,1])が性質Pを持つ（∀∗f Pと書く）

⇐⇒ 性質Pを持たないf全体の集合がやせている．
Banach, Mazurkiewicz：∀∗f fはいたるところ微分不可能．
微分係数の代わりにDini微分を考える．

D+f(x) := lim sup
h↓0

f(x + h) − f(x)

h
など4つ．

Jarńık：∀∗f ほとんどすべてのx ∈ [0,1]に対して
D+f(x) = D−f(x) = ∞, D+f(x) = D−f(x) = −∞．

このような点をfの結び目点と呼ぶ．
結び目点でない点全体の集合をN(f) ⊂ [0,1]と書く．
Jarńık：∀∗f N(f)はLebesgue零集合．
Preiss, Zaj́ıček：∀∗fに対してN(f)の小ささを特徴づける．
（i.e. ∀∗f N(f) ∈ Iとなる [0,1]上のσイデアル Iを特徴づける．）
Preiss, S.：∀∗fに対してN(f)が持つ性質を特徴づける．
（i.e. ∀∗f N(f) ∈ Sとなる [0,1]の部分集合族 Sを特徴づける．）
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